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医療イノベーションについて



 

平成２３年６月１６日 

医療イノベーション会議 

 

医療イノベーション推進の基本的方針 
 

１．未来型医療システムを構築していくための目標 

  高齢化が進展する我が国において、医療は従来以上に高度で多様なニーズに対応する

ことが求められる。このような中、これまで治療困難であった病気を克服し、病気の予

防や重症化予防による健康寿命の延長を図ると共に、要介護人口の増加抑制による介護

負担の軽減や副作用回避による無駄な医療費の削減、効果予測による医療費の有効活用

により、費用対効果が高く、世界最高水準の医療を国民に提供することを目指す。また、

「日の丸」印の医薬品・医療機器を積極的に開発し世界に発信することで、医療分野が

今後の我が国の経済成長を担う新しい成長産業に育つことを目指す。 

２．目標達成のための４原則 

①我が国の英知の結集により、国内に存在する「強み」を最大限に活かし、また、弱点

を補強することで、世界に通用する技術の実用化体制を整備 

②抜本的なシステム改革を目指し、他方で医療の質が向上したと国民が実感を持てるよ

うに短期的な成果（成功事例）をあげるための、重点的な支援 

③従来以上の踏み込んだ産学官連携を行い（縦割りの弊害排除）、イノベーションの阻

害となっている根詰まりを解消するための、重点分野への大胆な予算投入や規制改革 

④東日本大震災後の復興プランと医療イノベーションとの連携による、未来志向の新し

い医療システムの構築 

３．今後の検討の方向性 

以下の重点分野に対し、各省の縦割りを排除し、既存の枠を超えた大胆な予算投入と規

制改革を実施する。 

①医 薬 品：基礎研究～実用化の間の橋渡し（死の谷の克服）支援の重点化と、臨床

試験を推進するための体制強化（グローバル対応含む） 

②医 療 機 器：ものづくり企業の技術を医療機器開発に活かすための仕組み（制度、イ

ンフラ、ネットワーク）づくり 

③再 生 医 療：短期的取組として、重点技術に集中支援して成功事例を生み出し、将来

的には技術の実用化を促進するための新しいシステムを検討 

④個別化医療：短期的取組として、バイオバンク・データベースの整備やデータを解析

し医療につなげるメディカル・インフォマティクス機能を強化し、将来的

には個別化医療を普及するための医療体制と法制度を整備 

また、各分野を支える横断事項として、革新的医薬品・医療機器創出や新しい医療シス

テムを支える制度・インフラ整備、研究開発を支える人材育成、広報・普及活動の強化

及び知的資産の戦略的な活用等に取り組む。 
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